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1. はじめに

本資料は、μITRON3.0仕様準拠のMR32Rから、μITRON4.0仕様準拠のMR32R/4への移行の方法について解説しま
す。
本資料は、MR32RからMR32R/4への移行を保証するものではありません。
詳細は、必ず双方のマニュアルで確認してください。
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2. 概要

ここではMR32R/4で削除、追加、変更となった機能の概要について説明します。
各機能の詳細についてはそれぞれのマニュアルをご覧ください。

移行するアプリケーションプログラムがど 
ういった機能を使っているかを調査する。

削除された機能を使用していたのか？
使用していた場合、代替方法が取れるかを 
調べ、修正する。

追加された機能を使う必要があるのかを調 
査する。

変更された機能を使用していたのか？
使用していた場合、変更内容を理解して、 
修正を行う。

移行するアプリケーションプログラムが使 
用している全てのSVCについて変更がある 
かを調査して、修正を行う。

コンフィグレーションファイルの内容を、 
コンフィギュレータの設定に反映させる。

図 2-1　移行の手順
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MR32RとMR32R/4の比較概要を表 2-1に示します。

表 2-1　MR32Rと MR32R/4の比較概要
番号 MR32Rの機能 MR32R/4での変更点 本資料での番号

1 拡張機能（優先度付きメールボックス） メールボックス機能に統合 3.1.1

2 データキュー機能 新機能 3.2.1

3 タスク例外機能 新機能 3.2.2

4 タスクの多重起動要求 新機能 3.2.3

5 “i”のつくサービスコール 追加 3.2.4

6 ディスパッチと CPUロック 意味変更 3.3.1

7 オブジェクトの属性 各オブジェクトに属性追加 3.3.2

8 wup_tsk, sus_tsk 自タスク指定可能 3.3.3

9 イベントフラグ クリア指定が変更 3.3.4

10 メールボックス メッセージヘッダ型追加 3.3.5

11 ランデブ タイムアウトが変更 3.3.6

12 時間管理 時間単位、時間管理が変更 3.3.7

13 周期ハンドラ 全般的に変更 3.3.8

14 アラームハンドラ 全般的に変更 3.3.9
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3. 追加/削除/変更機能

3.1 削除機能

3.1.1 拡張機能（優先度付きメールボックス）
MR32R/4では、拡張機能（優先度付きメールボックス）が削除されました。
この機能は同期・通信機能（メールボックス）に含まれており、代替え可能です。

3.1.2 その他の機能
表 3-1にMR32Rから削除された機能に対する、MR32R/4での代替え手段を示します。

表 3-1　MR32R/4との対応表
番号 SVC 機能 代替え手段

1 def_exc 例外ハンドラを定義 タスク例外機能で代替え可能

2 vclr_ems 例外マスクをクリア タスク例外機能で代替え可能

3 vset_ems 例外マスクをセット タスク例外機能で代替え可能

4 vras_fex 強制例外を起動 タスク例外機能で代替え可能

5 ref_sys CPUや OSの状態参照 代替えはありません。get_tid, sns_xxxなどで代替えできないか
検討してください。
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3.2 追加機能

3.2.1 データキュー機能
MR32R/4では、新しくデータキュー機能が追加されました。
データキュー機能は、1ワードのメッセージ（データ）受け渡しによる同期・通信ができます。表 3-2にデータキュー
機能の概要を示します。

表 3-2　データキュー機能
番号 機能 SVC API

1 データキューの生成 cre_dtq ER ercd = cre_dtq(ID dtqid, T_CDTQ *pk_cdtq);

2 データキューの生成

(ID番号自動割り付け)

acre_dtq ER_ID dtqid = acre_dtq(T_CDTQ *pk_cdtq);

3 データキューの削除 del_dtq ER ercd = del_dtq(ID dtqid);

4 データキューへの送信 snd_dtq ER ercd = snd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);

psnd_dtq ER ercd = psnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);5 同上(ポーリング)

ipsnd_dtq ER ercd = ipsnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);

6 同上(タイムアウト有) tsnd_dtq ER ercd = tsnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data, TMO tmout);

fsnd_dtq ER ercd = fsnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);7 データキューへの強制送信

ifsnd_dtq ER ercd = ifsnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);

8 データキューからの受信 rcv_dtq ER ercd = rcv_dtq(ID dtqid, VP_INT *p_data);

prcv_dtq ER ercd = prcv_dtq(ID dtqid, VP_INT *p_data);9 同上(ポーリング)

iprcv_dtq ER ercd = iprcv_dtq( ID dtqid, VP_INT *p_data );

10 同上(タイムアウト有) trcv_dtq ER ercd = trcv_dtq(ID dtqid, VP_INT *p_data, TMO tmout);

ref_dtq ER ercd = ref_dtq(ID dtqid, T_RDTQ *pk_rdtq);11 データキューの状態参照

iref_dtq ER ercd = iref_dtq(ID dtqid, T_RDTQ *pk_rdtq);

3.2.2 タスク例外機能
MR32R/4では、新しくタスク例外機能が追加されました。
タスク例外機能は、タスクに発生した例外を処理することができます。表 3-3にタスク例外機能の概要を示します。

表 3-3　タスク例外機能
番号 機能 SVC API

1 タスク例外処理ルーチンの定義 def_tex ER ercd = def_tex (ID tskid, T_DTEX *pk_dtex);

ras_tex ER ercd = ras_tex(ID tskid, TEXPTN rasptn);2 タスク例外処理の要求

iras_tex ER ercd = iras_tex(ID tskid, TEXPTN rasptn);

3 タスク例外処理の禁止 dis_tex ER ercd = dis_tex();

4 タスク例外処理の許可 ena_tex ER ercd = ena_tex();

5 タスク例外禁止状態の参照 sns_tex BOOL state =sns_tex();

ref_tex ER ercd = ref_tex(ID tskid, T_RTEX *pk_rtex);6 タスク例外処理の状態参照

iref_tex ER ercd = iref_tex(ID tskid, T_RTEX *pk_rtex);
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3.2.3 タスクの多重起動要求機能

MR32R/4では、新たにタスクの多重起動要求が追加されています。
多重起動とは、すでに起動されているタスクに対して act_tskを発行すると、そのタスクを起動しようとしたという記

録が残り、後でそのタスクが終了したときに、自動的に再起動する機能です。
この機能は、act_tskサービスコールにて使用可能です。

3.2.4 先頭に”i”がつくサービスコール
MR32R/4で、先頭に”i”がつくサービスコールが追加されました。それらは非タスクコンテキスト専用のサービスコー
ルです。非タスクコンテキスト内で呼び出すサービスコールは、非タスクコンテキスト専用のサービスコールを使用する
ようにしてください。表 3-4に一覧を示します。

表 3-4　非タスクコンテキスト専用サービスコール一覧
番号 サービス

コール
機能 番号 サービス

コール
機能

1 iact_tsk タスクの起動 2 ista_tsk タスク起動(起動コード指定)

3 ican_act タスク起動要求のキャンセル 4 ichg_pri タスク優先度変更

5 iget_pri タスク優先度の参照 6 iref_tsk タスクの状態参照

7 iref_tst タスクの状態参照(簡易版) 8 iwup_tsk タスクの起床

9 ican_wup タスク起床要求のキャンセル 10 irel_wai 待ち状態の強制解除

11 isus_tsk 強制待ち状態への移行 12 irsm_tsk 強制待ち状態からの再開

13 ifrsm_tsk 強制待ち状態からの強制再開 14 iras_tex タスク例外処理の要求

15 iref_tex タスク例外処理の状態参照 16 isig_sem セマフォ資源の返却

17 ipol_sem セマフォ資源の獲得(ポーリング) 18 iref_sem セマフォの状態参照

19 iset_flg イベントフラグのセット 20 iclr_flg イベントフラグのクリア

21 ipol_flg イベントフラグ待ち(ポーリング) 22 iref_flg イベントフラグの状態参照

23 ipsnd_dtq データキューへの送信(ポーリング) 24 ifsnd_dtq データキューへの強制送信

25 iprcv_dtq データキューからデータ受信

(ポーリング)

26 iref_dtq データキューの状態参照

27 isnd_mbx メールボックスへの送信 28 iprcv_mbx メールボックスからの受信(ポーリング)

29 iref_mbx メールボックスの状態参照 30 iref_drv ランデヴ状態を参照

31 iref_por ランデヴポート状態を参照 32 ipget_mpf 固定長メモリブロックの獲得

(ポーリング)

33 irel_mpf 固定長メモリブロックの返却 34 iref_mpf 固定長メモリプールの状態参照

35 iref_mpl 可変長メモリプールの状態参照 36 iset_tim システム時刻の設定

37 iget_tim システム時刻の参照 38 ista_cyc 周期ハンドラの動作開始

39 iref_cyc 周期ハンドラの状態参照 40 ista_alm アラームハンドラの動作開始

41 istp_alm アラームハンドラの動作停止 42 iref_alm アラームハンドラの状態参照

43 irot_rdq タスクの優先順位の回転 44 iget_tid 実行状態のタスク IDの参照

45 iloc_cpu CPUロック状態への移行 46 iunl_cpu CPUロック状態の解除

47 idef_int 割り込みハンドラの定義 48 iref_ver バージョン情報の参照



３.　追加/削除/変更機能

Rev.1.00 2005.06.07   3-4
RJJ05B0776-0100

3.3 変更機能

3.3.1 ディスパッチ禁止と CPUロックの意味変更
MR32Rでは、CPUロック状態はディスパッチと割込みが禁止された状態と扱っていたのを、MR32R/4ではそれぞれ独

立した状態として扱います。
例えば、MR32R/4で、ディスパッチ禁止・CPUロック状態の場合、CPUロックを解除してもディスパッチ禁止は解除
されません。
例えば、MR32R/4では、ディスパッチ禁止状態から CPUロック状態になった場合、CPUロックを解除してもディスパ
ッチ禁止状態のままです。逆にディスパッチ許可状態から CPUロック状態になった場合は、CPUロックを解除するとデ
ィスパッチ許可状態になります。
移行の際は、unl_cpu、loc_cpu、dis_dsp、ena_dsp使用後のディスパッチ状態、CPUロック状態に注意して作業を行っ

てください。

表 3-5　MR32Rでの dis_dsp、loc_cpuシステムコールによる状態遷移
現在の状態 発行するシステムコールと遷移先状態番号状態

番号
システム状態

割り込み ディスパッチ dis_dsp ena_dsp loc_cpu unl_cpu

1 タスク実行状態 許可 許可 →２ →１ →３ →１

2 ディスパッチ禁止状態 許可 禁止 →２ →１ →３ →１

3 CPUロック状態 禁止 禁止 E_CTX E_CTX →３ →１

表 3-6　MR32R/4での dis_dsp、loc_cpuサービスコールによる状態遷移
現在の状態 発行するシステムコールと遷移先状態番号状態

番号
システム状態

CPUロック ディスパッチ dis_dsp ena_dsp loc_cpu unl_cpu

1 ディスパッチ許可状態 ― 許可 →２ →１ →４ →３

2 ディスパッチ禁止状態 ― 禁止 →２ →１ →４ →３

3 CPUロック解除状態 解除 ― →２ →１ →４ →３

4 CPUロック状態 ロック ― E_CTX E_CTX →４ →３

MR32R MR32R/4

ena_dsp()

dis_dsp()

loc_cpu()

unl_cpu()

ディスパッチ 割り込み

許可 許可

許可 許可

禁止
禁止

ディスパッチ 割り込み

許可 許可

許可 許可

禁止
禁止

図 3-1　ディスパッチ禁止と CPUロックの変更
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3.3.2 オブジェクトの属性追加
各サービスコールにて、作成するオブジェクトに以下の属性が追加・削除されています。
MR32Rでは指定しても関知しないとなっていた属性ですが、MR32/4では追加された属性を指定する必要があります。
以下にサービスコールと属性追加になるオブジェクト名、属性名、属性の説明を示します。

表 3-7　属性追加されたサービスコールと属性説明
サービスコール 機能 属性名 属性の説明

cre_tsk タスク TA_ACT タスク生成後、act_tskと同様の処理を行い、タスクを実行可能状態に
移行します。

TA_TFIFO (*1) 待ちタスクのキューイングは FIFO順cre_sem セマフォ

TA_TPRI 待ちタスクのキューイングは優先度順

TA_TFIFO (*1) 待ちタスクのキューイングは FIFO順

TA_TPRI 待ちタスクのキューイングは優先度順

TA_WSGL 複数タスクの待ちを禁止

TA_WMUL (*1) 複数タスクの待ちを許可

cre_flg イベントフラグ

TA_CLR クリア指定

TA_TFIFO (*1) 待ちタスクのキューイングは FIFO順

TA_TPRI 待ちタスクのキューイングは優先度順

TA_MPRI メッセージキューのキューイングは優先度順

cre_mbx メールボックス

TA_MFIFO (*1) メッセージキューのキューイングは FIFO順

TA_TFIFO (*1) 送信待ちタスクのキューイングは FIFO順cre_mbf メッセージバッファ

TA_TPRI 送信待ちタスクのキューイングは優先度順

TA_TFIFO (*1) 呼び出し待ちタスクのキューイングは FIFO順cre_por ランデヴポート

TA_TPRI 呼び出し待ちタスクのキューイングは優先度順

TA_TFIFO (*1) 待ちタスクのキューイングは FIFO順cre_mpf 固定長メモリプール

TA_TPRI 待ちタスクのキューイングは優先度順

cre_mpl 可変長メモリプール TA_TFIFO (*1) 待ちタスクのキューイングは FIFO順

*1：MR32Rでのデフォルトの設定値と同じ機能の属性。

MR32R/4で追加されたものの、カーネルが無視している属性と、その属性があるサービスコールを以下に示します。

表 3-8　カーネル無視の属性
サービスコール 機能 属性名 属性の説明

cre_tsk タスク

cre_cyc 周期ハンドラ

TA_HLNG 高級言語で記述した際に指定。

cre_alm アラームハンドラ

def_inh 割り込みハンドラ

TA_ASM アセンブリ言語で記述した際に指定。
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MR32R/4で削除された属性を以下に示します。

表 3-9　MR32R/4で削除された属性
サービスコール 機能 属性名 代替え方法

cre_tsk タスク __MR_USER パケットのスタックの先頭アドレスを入れる変数に、ユーザが確保した
スタックの先頭アドレスを入れる。

属性の値が、__MR_INT,__MR_EXTの場合はスタックの先頭アドレスを
入れる変数に、NULLを入れる必要がある。

cre_mbx メールボックス __MR_USER 代替えはなし

cre_mbf メッセージバッファ __MR_USER パケットのメッセージバッファ領域の先頭アドレスを入れる変数に、ユ
ーザが確保したメッセージバッファ領域の先頭アドレスを入れる。

属性の値が、__MR_INT,__MR_EXTの場合はメッセージバッファ領域の
先頭アドレスを入れる変数に、NULLを入れる必要がある。

cre_mpf 固定長メモリプール __MR_USER パケットの固定長メモリプール領域の先頭アドレスを入れる変数に、ユ
ーザが確保した固定長メモリプール領域の先頭アドレスを入れる。

属性の値が、__MR_INT,__MR_EXTの場合は固定長メモリプール領域の
先頭アドレスを入れる変数に、NULLを入れる必要がある。

cre_mpl 可変長メモリプール __MR_USER パケットの可変長メモリプール領域の先頭アドレスを入れる変数に、ユ
ーザが確保した可変長メモリプール領域の先頭アドレスを入れる。

属性の値が、__MR_INT,__MR_EXTの場合は可変長メモリプール領域の
先頭アドレスを入れる変数に、NULLを入れる必要がある。

3.3.3 wup_tsk, sus_tskの変更
パラメータ：tskid=TSK_SELF（0）で自タスクの指定となります。

表 3-10　wup_tsk、sus_tskの変更
パラメータ：tskid MR32R MR32R/4

TSK_SELF(0) 指定不可。正しく動作しない。 自タスク指定
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3.3.4 イベントフラグのクリア指定変更
MR32Rでは、イベントフラグのクリア指定はイベント待ちにする際のモードで設定しましたが、MR32R/4ではイベン

トフラグ自体にクリア指定があります。クリア指定の変更内容を図 3-2に示します。
移行の際は、一つのイベントフラグでクリア指定付きの待ちとクリア指定無しの待ちが混在していないかを注意し、

混在していた場合は、クリア指定の順番に注意して移行してください．

イベントフラグ 
待ち行列

タスクB 
waiptn=1 
クリア指定

タスクA 
waiptn=2 イベントフラグ 

待ち行列

タスクB 
waiptn=1 
クリア指定

タスクA 
waiptn=2

タスクA,Bがともに待ち解除 タスクBだけが待ち解除

MR32Rの場合

タスクの実行順序によって振る舞いが変わる

イベントフラグ 
待ち行列

タスクB 
waiptn=1 
クリア指定

タスクA 
waiptn=2

イベントフラグ 
待ち行列

タスクB 
waiptn=1 
クリア指定

タスクA 
waiptn=2

set_flg(setptn=3) set_flg(setptn=3)

クリア属性を持つタスクが後の場合 クリア属性を持つタスクが前の場合

① ①

③②

MR32R/4の場合

イベントフラグ 
待ち行列

タスクA 
waiptn=7 
AND待ち

タスクB 
waiptn=3 
OR待ち

タスクC 
waiptn=5 
OR待ち

イベントフラグ 
待ち行列

タスクA 
waiptn=7 
AND待ち

タスクB 
waiptn=3 
OR待ち

タスクC 
waiptn=5 
OR待ち

イベントフラグ 
待ち行列

タスクA 
waiptn=7 
AND待ち タスクB 

waiptn=3 
OR待ち

タスクC 
waiptn=5 
OR待ち

クリア属性なしのイベントフラグ

クリア属性ありのイベントフラグ

条件が満たされる全タスクの待ちが解除

条件が満たされる１つのタスクのみの待ちが解除

set_flg(setptn=3)

クリア属性のイベントフラグでは、複数のタスクが同時に待ち解除となることはない

①

④

⑤

図 3-2　イベントフラグのクリア指定変更
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①：イベントフラグにビットパターン（3）をセット。

②：タスク Aはビットパターンが２のため、①のパターンで待ち状態が解除されます。クリア指定がないため
次の待ちタスクについても判断を行います。
タスク Bはビットパターンが１のため、①のパターンで待ち状態が解除されます。クリア指定がありますので処
理を終了します。

③：タスク Bはビットパターンが１のため、①のパターンで待ち状態が解除されます。タスク Bにクリア指定がある
ため、後の待ち行列に繋がっているタスクについては判断を行わずに処理を終了します。

④：タスク Aはビットパターンが７で AND待ちのため、①のパターンとは一致せずに待ち状態のままです。
タスク Bはビットパターンが３で OR待ちのため、①のパターンで待ち解除されます。イベントフラグにクリア
指定がないため待ち行列に繋がっているタスク全てについて判断を行います。
タスク Cはビットパターンが５で OR待ちのため、①のパターンで待ち解除されます。

⑤：タスク Aはビットパターンが 7で AND待ちのため、①のパターンとは一致せずに待ち状態のままです。
タスク Bはビットパターンが 3で OR待ちのため、①のパターンで待ち解除されます。イベントフラグにクリア
指定があるため、後の待ち行列に繋がっているタスクについては判断を行わずに処理を終了します。

3.3.5 メールボックスの変更
MR32Rのメールボックスは、メッセージが 32ビットのデータとして受け渡しすることも可能でしたが、MR32R/4の

メールボックスは、メッセージの先頭アドレス受け渡しのみに変更されました。
データ受け渡しは、データキュー機能で代替え可能です。
また、MR32Rの拡張機能（優先度付きメ－ルボックス）は、MR32R/4ではメールボックス機能に統合されています。

表 3-11　メールボックス関連機能の変更
機能 MR32R MR32R/4

32ビットのデータ受け渡し メールボックス機能 データキュー機能

優先度付きのメールボックス 拡張機能（優先度付きメールボックス） メールボックス機能
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3.3.6 ランデブの変更
MR32RとMR32R/4とではランデブ呼び出しでタイムアウトとなる箇所、動作が違います。以下の表 3-12、図 3-3に

詳細を示します。
このタイムアウト時の動作変更により、MR32R/4では pcal_porがなくなり、tcal_porのタイムアウトが pcal_porの代用
になります。

表 3-12　ランデブの動作変更
機能 MR32Rの動作 MR32R/4の動作

ランデブ呼び出しでのタイムアウトまでの時間 ランデブ呼び出し待ち解除までの時間 ランデブ終了までの時間

ランデブ呼び出しでのタイムアウト時の動作 発行したタスクを呼出待ち行列につなぐ 処理をキャンセル

タスクA タスクB

終了

rpl_rdv

acp_por
tacp_por
tacp_porcal_por

tcal_por

ランデブ成立

call pattern(000....001)
AND

accept pattern(001...001)

ポート

ランデヴ 
受付

ランデヴ 
終了

ランデヴ 
呼出

ランデヴ 
終了待ち

メッセージ転送(要求)

メッセージ転送(結果) 
(返答メッセージ)処理再開

MR32R/4での

タイムアウト

MR32Rでの
タイムアウト

図 3-3　ランデブのタイムアウト変更
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3.3.7 時間管理方法
時刻管理と、時間管理が変更になっています。
MR32Rでの時間および時刻の管理単位は、タイムティック数（カーネルが使用するハードウェアタイマの割り込み回
数）です。MR32R/4での管理単位は、1ms単位となります。

表 3-13　時間パラメータの単位時間
番号 変更点 MR32R MR32R/4

1 時間パラメータの単位 タイムティック数 ms

MR32Rは、指定タイムティック数が経過した時点でタイムアウトとなりますが、MR32R/4は、指定した時間が経過し
たことを保証しなければならないというμITRON4.0仕様にあわせています。

MR32RとMR32R/4の時間管理の違いについては図 3-4を参照してください。
移行の際は、例えばハードウェアタイマの周期時間とタイムティック周期時間が同じ場合で、実際のタイムアウトまで
の時間は、MR32Rの設定値から－１したタイムアウト値を設定すれば、MR32R /4でも同じ実時間が取れます。このよう
に実際にタイムアウト時間を計算して移行を行ってください、

twai_xxx(3)

1 2 3 4 5

MR32R

M32R/4

MR32Rはタイムテック数が指定回数を経過した時点でタイムアウトになります。 
上記ではtwai_xxx(3)が発行されて、3タイムティック数経過した時点でタイムアウトになり 
ます。この場合、実時間はおおよそ2ms～3msの範囲内になります。

MR32R/4は、実時間が経過した時点で処理が行われます。 
上記ではtwai_xxx(3)が発行されて、3タイムティック経過でも実時間では3ms未満のため、 
3ms経過した4タイムティック目で処理が行われます。 
この場合、実時間はおおよそ3ms～4msの範囲内になります。 

タイムティック周期時間が1msの場合

図 3-4　MR32Rと MR32R/4との時間管理の違い
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3.3.8 周期ハンドラ機能
MR32R/4の周期ハンドラは、MR32Rに比べて全般に機能変更が行われています。
移行の際は、それぞれのマニュアルを参考にして修正を行ってください。

表 3-14　MR32Rと MR32R/4の周期ハンドラ比較表
MR32Rの周期ハンドラ MR32R/4の周期ハンドラ

cre_cyc 周期ハンドラの生成def_cyc 周期起動ハンドラ定義

acre_cyc 周期ハンドラの生成

(ID自動割り付け)

sta_cyc

ista_cyc

周期ハンドラの動作開始

stp_cyc

act_cyc 周期起動ハンドラ活性制御

istp_cyc

周期ハンドラの動作停止

ref_cycref_cyc 周期起動ハンドラ状態参照

iref_cyc

周期ハンドラの状態参照

― ― del_cyc 周期ハンドラの削除

表 3-15　移行の際の設定
動作 MR32Rの設定 MR32R/4の設定

周期ハンドラ動作開始（起動位相保存） act_cyc:TCY_ON sta_cyc (cre_cycで TA_PHSを指定)

周期ハンドラ動作開始（起動位相クリア） act_cyc:TCY_INI_ON sta_cyc (cre_cycで TA_PHSを指定しない)

周期ハンドラ動作停止 act_cyc:TCY_OFF stp_cyc

起動位相 起動周期 起動周期

sta_cyc

(c) MR32R/4：起動位相を保存しない場合（TA_PHS指定なし）

cre_cyc

周期ハンドラ
起動

周期ハンドラ
起動

周期ハンドラ
起動

def_cyc

起動周期 起動周期

周期ハンドラ
起動act_cyc

TCY_OFF

(a) MR32Rの場合
起動周期

act_cyc
TCY_ON

周期ハンドラ
起動

周期ハンドラ
起動

起動周期

act_cyc
TCY_INI_ON

起動位相 起動周期 起動周期

sta_cyc

(b) MR32R/4：起動位相を保存する場合（TA_PHS指定あり）

cre_cyc

起動周期

周期ハンドラ
起動

周期ハンドラ
起動

周期ハンドラ
起動

stp_cyc

図 3-5　周期ハンドラの動作の違い
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3.3.9 アラームハンドラ機能
MR32R/4のアラームハンドラは、MR32Rに比べて全般に機能変更が行われています。
移行の際は、それぞれのマニュアルを参考にして修正を行ってください。

表 3-16　MR32Rと MR32R/4のアラームハンドラ比較表
MR32Rのアラームハンドラ MR32R/4のアラームハンドラ

cre_alm アラームハンドラの生成

acre_alm アラームハンドラの生成

(ID番号自動割り付け)

sta_alm

ista_alm

アラームハンドラの動作開始

stp_alm

― ―

istp_alm

アラームハンドラの動作停止

ref_almref_alm アラームハンドラ状態参照

iref_alm

アラームハンドラの状態参照

― ― del_alm アラームハンドラの削除

3.3.10 コーティング例

(1) タスク

タスクのコーディング例を図 3-6、図 3-7に示します。

#include <mr32r.h>

#include “id.h”

void task(void)

{

/*処理*/

ext_tsk();

}

←ファイル先頭で必ずシステムディレクトリのなかの“mr32r.h” 
　とカレントディレクトリ内の“id.h”をインクルードして 
　ください。

←タスク開始関数の戻り値はありません。したがって、 
　void型で宣言してください。

←タスク開始関数の出口では、かならずext_tsk()を記述して 
　ください。

図 3-6　MR32R：タスクのコーティング例

#include <itron.h>

#include <kernel.h>

#include “kernel_id.h”

void task(VP_INT stacd)

{

/*処理*/

}

←ファイル先頭で必ずシステムディレクトリのなかの 
　“itron.h、kernel.h”とカレントディレクトリ内の 
　“kernel_id.h”をインクルードしてください。

←タスク開始関数の戻り値はありません。したがって、void型で 
　宣言してください。

←タスク開始関数の出口では、ext_tsk()を記述する必要は 
　ありません。カーネルが自動的にext_tskを呼び出します。

図 3-7　MR32R/4：タスクのコーティング例
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(2) 割り込みハンドラ

　割り込みハンドラのコーディング例を図 3-8、図 3-9に示します。

#include <mr32r.h>

#include “id.h”

void int_handler(void)

{

/* 処理 */

iwup_tsk(ID_main);

}

←ファイル先頭で必ずシステムディレクトリのなかの“mr32r.h” 
　とカレントディレクトリ内の“id.h”をインクルードして 
　ください。

←割り込みハンドラ開始関数の戻り値および引き数は、 
　必ずvoid型で宣言してください。

図 3-8　MR32R：割り込みハンドラのコーティング例

#include <itron.h>

#include <kernel.h>

#include “kernel_id.h”

void int_handler(void)

{

/* 処理 */

iwup_tsk(ID_main);

}

←ファイル先頭で必ずシステムディレクトリのなかの“mr32r.h” 
　とカレントディレクトリ内の“id.h”をインクルードして 
　ください。

←割り込みハンドラ開始関数の戻り値および引き数は、 
　必ずvoid型で宣言してください。

←タスク開始関数の出口では、かならずext_tsk()を記述して 
　ください。

図 3-9　MR32R/4：割り込みハンドラのコーティング例
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4. サービスコールの相違

4.1 SVC相違点一覧表

4.1.1 タスク管理機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能

SVC API SVC API

変更内容

タスクを生成 タスクの生成

ER ercd = cre_tsk (ID tskid,T_CTSK *pk_ctsk); ER ercd = cre_tsk( ID tskid, T_CTSK *pk_ctsk);

typedef struct t_ctsk { typedef struct t_ctsk {

VP exinf; 拡張情報 ATR tskatr タスク属性

ATR tskatr; タスク属性 VP_INT exinf タスクの拡張情報

FP task; タスク起動アドレス FP task タスクの起動番地

PRI itskpri; タスク起動時優先度 PRI itskpri タスクの起動時優先度

INT stksz; スタックサイズ SIZE stksz タスクのスタック領域のサイ
ズ(バイト数)

VP stk; ユーザーが確保したスタック
の先頭アドレス

VP stk タスクのスタック領域の先頭
番地

1

cre_tsk

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CTSK;

cre_tsk

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CTSK;

パケット
構造　変更

－ タスクの生成(ID自動割り当て)－

該当なし － acre_tsk ER_ID tskid = acre_tsk( T_CTSK *pk_ctsk);

新機能

タスクを削除 タスクの削除2

del_tsk ER ercd = del_tsk (ID tskid); del_tsk ER ercd = del_tsk( ID tskid );

タスクを起動 タスクの起動(起動コード指定)

ER ercd = sta_tsk (ID tskid, INT stacd); ER ercd = sta_tsk( ID tskid,VP_INT stcd );

3

sta_tsk

引
数

INT stacd; タスク起動コード

sta_tsk

引
数

VP_INT stcd タスク起動コード

引数型変更

タスクを起動(ハンドラ専用) タスクの起動(起動コード指定)(ハンドラ専用)

ER ercd = ista_tsk (ID tskid, INT stacd); ER ercd = ista_tsk ( ID tskid,VP_INT stcd );

4

ista_tsk

引
数

INT stacd; タスク起動コード

ista_tsk

引
数

VP_INT stcd タスク起動コード

引数型変更

－ タスクの起動

act_tsk ER ercd = act_tsk( ID tskid );

－

該当なし －

iact_tsk ER ercd = iact_tsk( ID tskid );

新機能

－ 起動要求カウントのキャンセル

can_act ER_UINT actcnt = can_act( ID tskid );

－

該当なし －

ican_act ER_UINT actcnt = ican_act( ID tskid );

新機能

自タスクを正常終了 自タスクの終了5

ext_tsk void ext_tsk (); ext_tsk ext_tsk();

自タスクを終了後削除 自タスクの終了および削除6

exd_tsk void exd_tsk (); exd_tsk exd_tsk();

他タスクを強制的に異常終了 タスクの強制終了7

ter_tsk ER ercd = ter_tsk (ID tskid); ter_tsk ER ercd = ter_tsk( ID tskid );
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MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能

SVC API SVC API

変更内容

タスクの優先度を変更 タスク優先度の変更8

chg_pri ER ercd = chg_pri (ID tskid, PRI tskpri); chg_pri ER ercd = chg_pri( ID tskid, PRI tskpri );

タスクの優先度を変更(ハンドラ専用) タスク優先度の変更(ハンドラ専用)9

ichg_pri ER ercd = ichg_pri (ID tskid, PRI tskpri); ichg_pri ER ercd = ichg_pri( ID tskid, PRI tskpri );

－ タスク優先度の参照

get_pri ER ercd = get_pri( ID tskid, PRI *p_tskpri );

－

該当なし －

iget_pri ER ercd = iget_pri( ID tskid, PRI *p_tskpri );

新機能

タスクのディスパッチを禁止 ディスパッチの禁止10

dis_dsp ER ercd = dis_dsp (); dis_dsp ER ercd = dis_dsp();

機能変更
3.3.1参照

タスクのディスパッチを許可 ディスパッチの許可11

ena_dsp ER ercd = ena_dsp (); ena_dsp ER ercd = ena_dsp();

機能変更
3.3.1参照

レディキューを回転 タスク優先順位の回転12

rot_rdq ER ercd = rot_rdq (PRI tskpri); rot_rdq ER ercd = rot_rdq( PRI tskpri );

レディキューを回転(ハンドラ専用) タスク優先順位の回転(ハンドラ専用)13

irot_rdq ER ercd = irot_rdq (PRI tskpri); irot_rdq ER ercd = irot_rdq( PRI tskpri );

待ち状態を強制解除 待ち状態の強制解除14

rel_wai ER ercd = rel_wai (ID tskid); rel_wai ER ercd = rel_wai( ID tskid );

待ち状態を強制解除(ハンドラ専用) 待ち状態を強制解除(ハンドラ専用)15

irel_wai ER ercd = irel_wai (ID tskid); irel_wai ER ercd = irel_wai( ID tskid );

自タスクの IDを取得 実行中タスク IDの参照

ER ercd = get_tid( ID *p_tskid );ER ercd = get_tid (ID *p_tskid);

ER ercd = iget_tid( ID *p_tskid );

16

get_tid

動
作
タスク独立部から発行した場合は、タスク ID
として FALSE(0)を返す。

get_tid

iget_tid

動
作
非タスクコンテキストから呼び出された場合はそ
の時実行していたタスクの IDを返す。

動作変更

タスクの状態を参照 タスクの状態参照

ER ercd = ref_tsk( ID tskid, T_RTSK *pk_rtsk );ER ercd = ref_tsk (T_RTSK *pk_rtsk, ID tskid);

ER ercd = iref_tsk( ID tskid, T_RTSK *pk_rtsk );

typedef struct t_rtsk{ typedef struct t_rtsk{

VP exinf 拡張情報 STAT tskstat タスク状態

PR tskpri 現在の優先度 PRI tskpri タスクの現在優先度

UH tskstat タスク状態 PRI tskbpri タスクのベース優先度

UINTtskwait タスクの待ち要因 STAT tskwait 待ち要因

ID wid タスクの待ちオブジェクト
ID

ID wobjid 待ちオブジェクト ID

INT wupcnt 起床要求キューイング数 TMO lefttmo タイムアウトするまでの時間

ATR tskatr タスク属性 UINT actcnt 起動要求キューイング数

FP task タスク起動アドレス UINT wupcnt 起床要求キューイング数

PRI itskpri タスク起動時優先度 UINT suscnt 強制待ち要求ネスト数

INT stksz スタックサイズ

UW epndptn例外ペンディングパターン

17

ref_tsk

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RTSK;

ref_tsk

iref_tsk

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RTSK;

引数並び、
パケット
構造変更

－ タスクの状態参照(簡易版)

ref_tst ER ercd = ref_tst( ID tskid, T_RTST *pk_rtst );

－

該当なし －

iref_tst ER ercd = iref_tst( ID tskid, T_RTST *pk_rtst );

新機能
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4.1.2 タスク付属同期機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容
SVC API SVC API
タスクを強制待ち状態を移行 強制待ち状態への移行

sus_tsk ER ercd = sus_tsk (ID tskid); sus_tsk ER ercd = sus_tsk( ID tskid );

isus_tsk ER ercd = isus_tsk (ID tskid); isus_tsk ER ercd = isus_tsk( ID tskid );

1

動作 自タスクは指定不可 動作 tskid=0で自タスクが指定可能

動作変更
3.3.3参照

強制待ち状態のタスクを再開 強制待ち状態からの再開

rsm_tsk ER ercd = rsm_tsk (ID tskid); rsm_tsk ER ercd = rsm_tsk( ID tskid );

2

irsm_tsk ER ercd = irsm_tsk (ID tskid); irsm_tsk ER ercd = irsm_tsk( ID tskid );

－ 強制待ち状態からの強制再開

frsm_tsk ER ercd = frsm_tsk( ID tskid );

－

該当なし －

ifrsm_tsk ER ercd = ifrsm_tsk( ID tskid );

新機能

タスクを待ち状態へ移行 起床待ち3

slp_tsk ER ercd = slp_tsk (); slp_tsk ER ercd = slp_tsk();

タスクを一定時間待ち状態へ移行 起床待ち(タイムアウト)4

tslp_tsk ER ercd = tslp_tsk (TMO tmout); tslp_tsk ER ercd = tslp_tsk( TMO tmout );

待ち状態のタスクを起床 タスクの起床

wup_tsk ER ercd = wup_tsk (ID tskid); wup_tsk ER ercd = wup_tsk( ID tskid );

iwup_tsk ER ercd = iwup_tsk (ID tskid); iwup_tsk ER ercd = iwup_tsk( ID tskid );

5

動作 自タスクは指定不可 動作 tskid=0で自タスクが指定可能

動作変更
3.3.3参照

タスクの起床要求を無効 起床要求のキャンセル

ER_UINT wupcnt = can_wup( ID tskid );ER ercd = can_wup (INT *p_wupcnt, ID tskid)

ER_UINT wupcnt = ican_wup( ID tskid );

引数 　INT *p_wupcnt;無効になった起床要求回数
を格納する領域の先頭アド
レス

　

　ID tskid; タスク ID番号

引数

　

ID tskid; タスク ID番号

返値 　ER ercd; エラーコード 　

6

can_wup

　INT *p_wupcnt 無効になった起床要求回数

can_wup

ican_wup

返値

　

ER_UINT wupcnt; wupcnt>0 キャンセルさ
れた起床要求カウント、
wupcnt<0 エラーコード

引数、
返値変更
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4.1.3 タスク例外処理
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

－ タスク例外処理ルーチンの定義
－

該当なし － def_tex ER ercd = def_tex( ID tskid, T_DTEX *pk_dtex );

新機能
3.2.2参照

－ タスク例外処理の要求
－

該当なし － ras_tex ER ercd = ras_tex( ID tskid, TEXPTN rasptn);

新機能
3.2.2参照

－ タスク例外処理の要求(ハンドラ専用)
－

該当なし － iras_tex ER ercd = iras_tex( ID tskid, TEXPTN rasptn );

新機能
3.2.2参照

－ タスク例外処理の禁止
－

該当なし － dis_tex ER ercd = dis_tex();

新機能
3.2.2参照

－ タスク例外処理の許可
－

該当なし － ena_tex ER ercd = ena_tex();

新機能
3.2.2参照

－ タスク例外禁止状態の参照
－

該当なし － sns_tex ER ercd = sns_tex();

新機能
3.2.2参照

－ タスク例外処理の状態参照
－

該当なし － ref_tex ER ercd = ref_tex( ID tskid, T_RTEX *pk_rtex );

新機能
3.2.2参照

－ タスク例外処理の状態参照(ハンドラ)
－

該当なし － iref_tex ER ercd = iref_tex( ID tskid, T_RTEX *pk_rtex );

新機能
3.2.2参照
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4.1.4 同期・通信機能(セマフォ)
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

セマフォを生成 セマフォの生成

ER ercd = cre_sem (ID semid, T_CSEM
*pk_csem);

ER ercd = cre_sem( ID semid, T_CSEM *pk_csem );

typedef struct t_csem { typedef struct t_csem {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR sematr セマフォ属性

　ATR sematr; セマフォ属性 　UINT isemcnt セマフォ資源数の初期値

　INT isemcnt; セマフォの初期値 　UINT maxsem セマフォ資源数の最大値

　INT maxsem;セマフォの最大値

1

cre_sem

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CSEM;

cre_sem

パ
ケ
ッ
ト
構
造 } T_CSEM;

パケット
構造変更

－ セマフォの生成(ID自動割り当て)－

該当なし － acre_sem ER_ID semid = acre_sem( T_CSEM *pk_csem );

セマフォを削除 セマフォの削除2

del_sem ER ercd = del_sem (ID semid); del_sem ER ercd = del_sem( ID semid );

セマフォ資源を返却 セマフォ資源の返却3

sig_sem ER ercd = sig_sem (ID semid); sig_sem ER ercd = sig_sem( ID semid );

セマフォ資源を返却(ハンドラ専用) セマフォ資源の返却(ハンドラ専用)4

isig_sem ER ercd = isig_sem (ID semid); isig_sem ER ercd = isig_sem( ID semid );

セマフォ資源を獲得 セマフォ資源の獲得5

wai_sem ER ercd = wai_sem (ID semid); wai_sem ER ercd = wai_sem( ID semid );

セマフォ資源を獲得(タイムアウトあり) セマフォ資源の獲得(タイムアウト)6

twai_sem ER ercd = twai_sem (ID semid, TMO tmout); twai_sem ER ercd = twai_sem( ID semid, TMO tmout );

新機能

セマフォ資源を獲得(ポーリング) セマフォ資源の獲得(ポーリング)

pol_sem ER ercd = pol_sem( ID semid );

7

preq_sem ER ercd = preq_sem (ID semid);

ipol_sem ER ercd = ipol_sem( ID semid );

SVC
名変更

セマフォの状態を参照 セマフォの状態参照

ER ercd = ref_sem( ID semid, T_RSEM *pk_rsem );ER ercd = ref_sem
(T_RSEM *pk_rsem, ID semid); ER ercd = iref_sem( ID semid, T_RSEM *pk_rsem );

typedef struct t_rsem{ typedef struct t_rsem{

　VP exinf; 拡張情報 　ID wtskid 待ちタスク ID

　BOOL_ID wtsk; 待ちタスクの有無 　UINT semcnt 現在のセマフォカウンタ値

　INT semcnt; 現在のセマフォカウ
ント値

8

ref_sem

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RSEM;

ref_sem

iref_sem

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RSEM;

パケット
構造、
引数並び
変更
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4.1.5 同期・通信機能(イベントフラグ)
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

イベントフラグを生成 イベントフラグの生成

ER ercd = cre_flg (ID flgid,T_CFLG *pk_cflg); ER ercd = cre_flg( ID flgid, T_CFLG
*pk_cflg );

typedef struct t_cflg { typedef struct t_cflg {

VP exinf; 拡張情報 ATR flgatr; イベントフラグ属性

ATR flgatr; イベントフラグ属性 FLGPTN iflgptn; イベントフラグの初
期値

UINT iflgptn; イベントフラグの初期値

1

cre_flg

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CFLG;

cre_flg

パ
ケ
ッ
ト
構
造 } T_CFLG;

パケット
構造　変更

－ イベントフラグの生成(ID自動割り当て)－

該当なし － acre_flg ER_ID flgid = acre_flg( T_CFLG *pk_cflg );

新機能

イベントフラグを削除 イベントフラグの削除2

del_flg ER ercd = del_flg (ID flgid); del_flg ER ercd = del_flg( ID flgid );

イベントフラグをセット イベントフラグのセット

ER ercd = set_flg (ID flgid, UINT setptn); ER ercd = set_flg( ID flgid, FLGPTN setptn );

3

set_flg

引
数

UINT setptn; セットするビットパターン

set_flg

引
数

FLGPTN setptn; セットするビットパ
ターン

引数型、
動作変更
3.3.4参照

イベントフラグをセット (ハンドラ専用) イベントフラグのセット(ハンドラ専用)

ER ercd = iset_flg (ID flgid, UINT setptn); ER ercd = iset_flg( ID flgid, FLGPTN setptn );

4

iset_flg

引
数

UINT setptn; セットするビットパターン

iset_flg

引
数

UINT setptn; セットするビットパ
ターン

引数型、
動作変更
3.3.4参照

イベントフラグをクリア イベントフラグのクリア

ER ercd = clr_flg( ID flgid, FLGPTN clrptn );ER ercd = clr_flg (ID flgid, UINT clrptn);

ER ercd = iclr_flg( ID flgid, FLGPTN clrptn );

5

clr_flg

引
数

UINT setptn; クリアするビットパターン

clr_flg

iclr_flg

引
数

UINT setptn; クリアするビットパ
ターン

引数型変更

イベントフラグ待ち イベントフラグ待ち

ER ercd = wai_flg (UINT *p_flgptn, ID flgid, UINT waiptn,
UINT wfmode);

ER ercd = wai_flg( ID flgid, FLGPTN waiptn,
MODE wfmode, FLGPTN *p_flgptn );

UINT *p_flgpt
n;

待ち解除時のビットパターンを
返す領域の先頭アドレス

FLGPTN *p_flgptn;待ち解除時のビット
パターンを返す領域
へのポインタ

UINT waiptn; 待ちビットパターン MODE waiptn; 待ちビットパターン

6

wai_flg

引
数

UINT wfmode;待ちモード

wai_flg

引
数

FLGPTN wfmode; 待ちモード

引数型、
引数並び、
動作変更
3.3.4参照

イベントフラグ待ち(タイムアウトあり) イベントフラグ待ち(タイムアウト)

ER ercd = twai_flg (UINT *p_flgptn, ID flgid, UINT waiptn,
UINT wfmode, TMO tmout);

ER ercd = twai_flg( ID flgid, FLGPTN waiptn,
MODE wfmode, FLGPTN *p_flgptn, TMO
tmout );

UINT *p_flgpt
n;

待ち解除時のビットパターンを
返す領域の先頭アドレス

FLGPTN *p_flgptn;待ち解除時のビット
パターンを返す領域
へのポインタ

UINT waiptn; 待ちビットパターン MODE waiptn; 待ちビットパターン

7

twai_flg

引
数

UINT wfmode;待ちモード

twai_flg

引
数

FLGPTN wfmode; 待ちモード

引数型、
引数並び、
動作変更
3.3.4参照
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MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

イベントフラグを得ます(待ちなし) イベントフラグ待ち(ポーリング)

ER ercd = pol_flg( ID flgid, FLGPTN waiptn,
MODE wfmode, FLGPTN *p_flgptn );

ER ercd = pol_flg (UINT *p_flgptn, ID flgid, UINT waiptn,
UINT wfmode);

ER ercd = ipol_flg( ID flgid, FLGPTN waiptn,
MODE wfmode, FLGPTN *p_flgptn );

UINT *p_flgpt
n;

待ち解除時のビットパターンを
返す領域の先頭アドレス

FLGPTN *p_flgptn;待ち解除時のビット
パターンを返す領域
へのポインタ

UINT waiptn; 待ちビットパターン MODE waiptn; 待ちビットパターン

8

pol_flg

引
数

UINT wfmode;待ちモード

pol_flg
ipol_flg

引
数

FLGPTN wfmode; 待ちモード

引数型、
引数並び、
動作変更
3.3.4参照

イベントフラグの状態を参照 イベントフラグの状態参照

ER ercd = ref_flg( ID flgid, T_RFLG
*pk_rflg );

ER ercd = ref_flg (T_RFLG *pk_rflg, ID flgid);

ER ercd = iref_flg( ID flgid, T_RFLG
*pk_rflg );

typedef struct t_rflg { typedef struct t_rflg{

VP exinf; 拡張情報 ID wtskid 待ちタスク ID

BOOL_ID wtsk; 待ちタスクの有無 FLGPTN flgptn 現在のイベントフラ
グビットパターン

UINT flgptn; イベントフラグのビットパターン

9

ref_flg

引
数

} T_RFLG;

ref_flg

iref_flg

引
数

} T_RFLG;

引数型、
引数並び
変更
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4.1.6 同期・通信機能(データキュー)
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

－ データキューの生成
－
該当なし － cre_dtq ER ercd = cre_dtq( ID dtqid, T_CDTQ *pk_cdtq );

新機能
3.2.1参照

－ データキューの生成(ID自動割り当て)
－
該当なし － acre_dtq ER_ID dtqid = acre_dtq( T_CDTQ *pk_cdtq );

新機能
3.2.1参照

－ データキューの削除
－
該当なし － del_dtq ER ercd = del_dtq( ID dtqid );

新機能
3.2.1参照

－ データキューへのデータ送信
－
該当なし － snd_dtq ER ercd = snd_dtq( ID dtqid, VP_INT data );

新機能
3.2.1参照

－ データキューへのデータ送信(ポーリング)
－
該当なし － psnd_dtq ER ercd = psnd_dtq( ID dtqid, VP_INT data );

新機能
3.2.1参照

－ データキューへのデータ送信(ハンドラ専用)
－
該当なし － ipsnd_dtq ER ercd = ipsnd_dtq( ID dtqid, VP_INT data );

新機能
3.2.1参照

－ データキューへのデータ送信(タイムアウト)
－
該当なし － tsnd_dtq ER ercd = tsnd_dtq( ID dtqid, VP_INT data, TMO tmout );

新機能
3.2.1参照

－ データキューへのデータ強制送信
－
該当なし － fsnd_dtq ER ercd = fsnd_dtq( ID dtqid, VP_INT data );

新機能
3.2.1参照

－ データキューへのデータ強制送信(ハンドラ専用)
－
該当なし － ifsnd_dtq ER ercd = ifsnd_dtq( ID dtqid, VP_INT data );

新機能
3.2.1参照

－ データキューからのデータ受信
－
該当なし － rcv_dtq ER ercd = rcv_dtq( ID dtqid, VP_INT *p_data );

新機能
3.2.1参照

－ データキューからのデータ受信(ポーリング)
－
該当なし － prcv_dtq ER ercd = prcv_dtq( ID dtqid, VP_INT *p_data );

新機能
3.2.1参照

－ データキューからのデータ受信(ハンドラ専用)
－
該当なし － iprcv_dtq ER ercd = iprcv_dtq( ID dtqid, VP_INT *p_data );

新機能
3.2.1参照

－ データキューからのデータ受信(タイムアウト)
－
該当なし － trcv_dtq ER ercd = trcv_dtq( ID dtqid, VP_INT *p_data, TMO tmout );

新機能
3.2.1参照

－ データキューの状態参照
－
該当なし － ref_dtq ER ercd = ref_dtq( ID dtqid, T_RDTQ *pk_rdtq );

新機能
3.2.1参照

－ データキューの状態参照(ハンドラ専用)
－
該当なし － iref_dtq ER ercd = iref_dtq( ID dtqid, T_RDTQ *pk_rdtq );

新機能
3.2.1参照
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4.1.7 同期・通信機能(メールボックス)
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

メールボックスを生成 メールボックスの生成

ER ercd = cre_mbx (ID mbxid, T_CMBX *pk_cmbx); ER ercd = cre_mbx( ID mbxid, T_CMBX
*pk_cmbx );

typedef struct t_cmbx{ typedef struct t_cmbx {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR mbxatr; メールボックス属性

　ATR mbxatr; メールボックス属性 　PRI maxmpri; メッセージ優先度の最大
値

　INT bufcnt; リングバッファの大きさ 　VP mprihd; 優先度別メッセージキュ
ーヘッダの先頭アドレス

　VP mbx; ユーザーが確保したメール
ボックス領域の先頭アドレ
ス

1

cre_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMBX;

cre_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMBX;

パケット
構造変更

－ メールボックスの生成(ID自動割り当て)－

該当なし － acre_mb
x

ER_ID mbxid = acre_mbx( T_CMBX *pk_cmbx );

新機能

メールボックスを削除 メールボックスの削除2

del_mbx ER ercd = del_mbx (ID mbxid); del_mbx ER ercd = del_mbx( ID mbxid );

メッセージを送信 メールボックスへの送信

ER ercd = snd_msg (ID mbxid, T_MSG *pk_msg); ER ercd = snd_mbx( ID mbxid, T_MSG
*pk_msg );

typedef struct t_msg{

VP msghead;カーネル管理領域

typedef　UW    T_MSG;

メッセージはパケットの先頭アドレス

} T_MSG; （メールボックスのメッ
セージヘッダ）

typedef struct t_msg_pri{

T_MSG msgque; メッセージヘッダ

PRI msgpri; メッセージ優先度

3

snd_msg

パ
ケ
ッ
ト
構
造 typedef   void  *PT_MSG;

メッセージは単なる 32ビットデータ

snd_mb
x

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_MSG_PRI; （メールボックスの優先
度付きメッセージヘッダ）

SVC名、
メッセー
ジヘッダ
変更
3.3.5参照

メッセージを送信(ハンドラ専用) メールボックスへの送信(ハンドラ専用)

ER ercd = isnd_msg (ID mbxid, T_MSG *pk_msg); ER ercd = isnd_mbx( ID mbxid, T_MSG
*pk_msg );

typedef struct t_msg{

VP msghead;カーネル管理領域

typedef　UW    T_MSG;

メッセージはパケットの先頭アドレス

} T_MSG; （メールボックスのメッ
セージヘッダ）

typedef struct t_msg_pri{

T_MSG msgque; メッセージヘッダ

PRI msgpri; メッセージ優先度

4

isnd_msg

パ
ケ
ッ
ト
構
造 typedef   void  *PT_MSG;

メッセージは単なる 32ビットデータ

isnd_mb
x

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_MSG_PRI; （メールボックスの優先
度付きメッセージヘッダ）

SVC名変
更
メッセー
ジヘッダ
変更
3.3.5参照
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MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

メッセージを受信 メールボックスからの受信

ER ercd = rcv_msg (T_MSG **ppk_msg, ID mbxid); ER ercd = rcv_mbx( ID mbxid, T_MSG
**ppk_msg );

typedef struct t_msg{

VP msghead;カーネル管理領域

typedef　UW    T_MSG;

メッセージはパケットの先頭アドレス

} T_MSG; （メールボックスのメッ
セージヘッダ）

typedef struct t_msg_pri{

T_MSG msgque; メッセージヘッダ

PRI msgpri; メッセージ優先度

5

rcv_msg

パ
ケ
ッ
ト
構
造 typedef   void  *PT_MSG;

メッセージは単なる 32ビットデータ

rcv_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_MSG_PRI; （メールボックスの優先
度付きメッセージヘッダ）

SVC名、
引数並び、
メッセー
ジヘッダ
変更
3.3.5参照

メッセージを受信(タイムアウトあり) メールボックスからの受信(タイムアウト)

ER ercd = trcv_msg (T_MSG **ppk_msg, ID mbxid,
TMO tmout);

ER ercd = trcv_mbx( ID mbxid, T_MSG
**ppk_msg, TMO tmout );

typedef struct t_msg{

VP msghead;カーネル管理領域

typedef　UW    T_MSG;

メッセージはパケットの先頭アドレス

} T_MSG; （メールボックスのメッ
セージヘッダ）

typedef struct t_msg_pri{

T_MSG msgque; メッセージヘッダ

PRI msgpri; メッセージ優先度

6

trcv_msg

パ
ケ
ッ
ト
構
造 typedef   void  *PT_MSG;

メッセージは単なる 32ビットデータ

trcv_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_MSG_PRI; （メールボックスの優先
度付きメッセージヘッダ）

SVC名、
引数並び、
メッセー
ジヘッダ
変更
3.3.5参照

メッセージを受信(待ちなし) メールボックスからの受信(ポーリング)

ER ercd = prcv_mbx( ID mbxid, T_MSG
**ppk_msg );

ER ercd = prcv_msg (T_MSG **ppk_msg, ID mbxid);

ER ercd = iprcv_mbx( ID mbxid, T_MSG
**ppk_msg );

typedef struct t_msg{

VP msghead;カーネル管理領域

typedef　UW    T_MSG;

メッセージはパケットの先頭アドレス

} T_MSG; （メールボックスのメッ
セージヘッダ）

typedef struct t_msg_pri{

T_MSG msgque; メッセージヘッダ

PRI msgpri; メッセージ優先度

7

prcv_msg

パ
ケ
ッ
ト
構
造 typedef   void  *PT_MSG;

メッセージは単なる 32ビットデータ

prcv_mbx

iprcv_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_MSG_PRI; （メールボックスの優先
度付きメッセージヘッダ）

SVC名、
引数並び、
メッセー
ジヘッダ
変更
3.3.5参照

メールボックスの状態を参照 メールボックスの状態参照

ER ercd = ref_mbx( ID mbxid, T_RMBX
*pk_rmbx );

ER ercd = ref_mbx (T_RMBX *pk_rmbx, ID mbxid);

ER ercd = iref_mbx( ID mbxid, T_RMBX
*pk_rmbx );

typedef struct t_rmbx { typedef struct t_rmbx{

　VP exinf; 拡張情報 　ID wtskid 受信待ちタスク ID

　BOOL_ID wtsk; 待ちタスクの有無 　T_MSG *pk_msg 次に受信されるメッセー
ジパケット

　T_MSG *pk_msg;次に受信されるメッセージ
パケットの先頭アドレス

　INT msgcnt; メールボックスに蓄積され
ているメッセージの数

8

ref_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RMBX;

ref_mbx

iref_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造 } T_RMBX;

パケット
構造、引数
並び変更
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4.1.8 拡張同期・通信機能(メッセージバッファ)
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

メッセージバッファを生成 メッセージバッファの生成

ER ercd = cre_mbf (ID mbfid, T_CMBF *pk_rmbf); ER ercd = cre_mbf( ID mbfid, T_CMBF *pk_cmbf );

typedef struct t_cmbf{ typedef struct t_cmbf {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR mbfatr; データキュー属性

　ATR mbfatr; メッセージバッファ属性 　UINT maxmsz;メッセージの最大サイズ(バ
イト数)

　INT bufsz; メッセージバッファのサ
イズ

　SIZE mbfsz; メッセージバッファ領域の
サイズ(バイト数)

　INT maxmsz; メッセージの最大長 　VP mbf; メッセージバッファ領域の
先頭アドレス

　VP mbf; ユーザーが確保したメッ
セージバッファ領域の先
頭アドレス

1

cre_mbf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMBF;

cre_mbf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMBF;

パケット
構造変更

－ メッセージバッファの生成(ID自動割り当て)－

該当なし － acre_mbf ER_ID mbfid = acre_mbf( T_CMBF *pk_cmbf );

新機能

メッセージバッファを削除 メッセージバッファの削除2

del_mbf ER ercd = del_mbf (ID mbfid); del_mbf ER ercd = del_mbf( ID mbfid );

メッセージバッファへ送信 メッセージバッファへの送信

ER ercd = snd_mbf (ID mbfid, VP msg, INT
msgsz);

ER ercd = snd_mbf( ID mbfid, VP msg, UINT
msgsz );

3

snd_mbf

引
数
　INT msgsz; 送信メッセージのサイズ

snd_mbf

引
数
　UINT msgsz; 送信するメッセージのサイ

ズ

引数型
変更

メッセージバッファへ送信(タイムアウトあり) メッセージバッファへの送信(タイムアウト)

ER ercd = tsnd_mbf (ID mbfid, VP msg, INT
msgsz, TMO tmout);

ER ercd = tsnd_mbf( ID mbfid, VP msg, UINT
msgsz,TMO tmout );

4

tsnd_mbf

引
数
　INT msgsz; 送信メッセージのサイズ

tsnd_mbf

引
数
　UINT msgsz; 送信するメッセージのサイ

ズ

引数型
変更

メッセージバッファへ送信(待ちなし) メッセージバッファへの送信(ポーリング)

ER ercd = psnd_mbf (ID mbfid, VP msg, INT
msgsz);

ER ercd = psnd_mbf( ID mbfid, VP msg, UINT
msgsz );

5

psnd_mbf

引
数
　INT msgsz; 送信メッセージのサイズ

psnd_mbf

引
数
　UINT msgsz; 送信するメッセージのサイ

ズ

引数型
変更

メッセージバッファから受信 メッセージバッファからの受信

ER ercd = rcv_mbf (VP msg, INT *p_msgsz, ID
mbfid);

ER_UINT msgsz = rcv_mbf( ID mbfid, VP msg );

　VP msg; 受信メッセージを格納す
るアドレス

　ID mbfid; 受信対象のメッセージバッ
ファ ID番号

　INT *p_msgsz;受信メッセージのサイズ 　

引
数

　ID mbfid; メッセージバッファ ID
番号

引
数

　

VP msg; 受信メッセージを格納した
領域へのポインタ

　ER ercd; エラーコード 　ER_UINT msgsz; 受信したメッセージサイズ
(正の値)、エラーコード(負
の値)

　INT *p_msgsz;受信メッセージのサイズ 　

6

rcv_mbf

返
値

　VP msg; 受信メッセージを格納す
るアドレス

rcv_mbf

返
値

　

VP msg; 受信メッセージを格納した
領域へのポインタ

引数、
返値変更
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MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

メッセージバッファから受信(タイムアウトあり) メッセージバッファからの受信(タイムアウト)

ER ercd = trcv_mbf (VP msg, INT *p_msgsz, ID
mbfid, TMO tmout);

ER_UINT msgsz = trcv_mbf( ID mbfid, VP msg,
TMO tmout );

　VP msg; 受信メッセージを格納す
るアドレス

　ID mbfid; 受信対象のメッセージバッ
ファ ID番号

　INT *p_msgsz;受信メッセージのサイズ 　TMO tmout; タイムアウト値

　ID mbfid; メッセージバッファ ID
番号

　

引
数

　TMO tmout タイムアウト値

引
数

　

VP msg; 受信メッセージを格納した
領域へのポインタ

　ER ercd; エラーコード 　ER_UINT msgsz; 受信したメッセージサイズ
(正の値)、エラーコード(負
の値)

　INT *p_msgsz;受信メッセージのサイズ 　

7

trcv_mbf

返
値

　VP msg; 受信メッセージを格納す
るアドレス

trcv_mbf

返
値

　

VP msg; 受信メッセージを格納した
領域へのポインタ

引数、
返値変更

メッセージバッファから受信(待ちなし) メッセージバッファからの受信(ポーリング)

ER ercd = prcv_mbf (VP msg, INT *p_msgsz, ID
mbfid);

ER_UINT msgsz = prcv_mbf( ID mbfid, VP msg);

　VP msg;  受信メッセージを格納
するアドレス

　ID mbfid; 受信対象のメッセージバッ
ファ ID番号

　INT *p_msgsz;受信メッセージのサイズ 　

引
数

　ID mbfid; メッセージバッファ ID
番号

引
数

　

VP msg; 受信メッセージを格納した
領域へのポインタ

　ER ercd; エラーコード 　ER_UINT msgsz; 受信したメッセージサイズ
(正の値)、エラーコード(負
の値)

　INT *p_msgsz;受信メッセージのサイズ 　

8

prcv_mbf

返
値

　VP msg; 受信メッセージを格納す
るアドレス

prcv_mbf

返
値

　

VP msg; 受信メッセージを格納した
領域へのポインタ

引数、
返値変更

メッセージバッファの状態を参照 メッセージバッファの状態参照

ER ercd = ref_mbf( ID mbfid, T_RMBF *pk_rmbf );ER ercd = ref_mbf (T_RMBF *pk_rmbf, ID mbfid);

ER ercd = iref_mbf( ID mbfid, T_RMBF *pk_rmbf );

typedef struct t_rmbf { typedef struct t_rmbf{

　VP exinf; 拡張情報 　ID stskid; 送信待ちタスク ID

　BOOL_IDwtsk; 受信待ちタスクの有無 　ID rtskid; 受信待ちタスク ID

　BOOL_IDstsk; 送信待ちタスクの有無 　UINT smsgcnt;メッセージバッファに入っ
ているメッセージのカウン
ト数

　INT msgsz; 次に受信されるメッセー
ジのサイズ(バイト数)

　SIZE fmbfsz; 空きバッファのサイズ(バイ
ト数)

　INT frbufsz; 空きバッファのサイズ
(バイト数)

9

ref_mbf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RMBF;

ref_mbf

iref_mbf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RMBF;

パケット
構造、
引数並び
変更
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4.1.9 拡張同期・通信機能(ランデブ)
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

ランデブ用ポートを生成 ランデヴポートの生成

ER ercd = cre_por (ID porid,T_CPOR *pk_cpor); ER ercd = cre_por( ID porid, T_CPOR *pk_cpor );

typedef struct t_cpor { typedef struct t_cpor {

VP exinf; 拡張情報 ATR poratr; ランデヴポート属性

ATR poratr; ポート属性 UINT maxcmsz;呼び出しメッセージの最大サ
イズ(バイト数)

INT maxcmsz; 呼出時のメッセージの最
大数

UINT maxrmsz;返答メッセージの最大サイズ
(バイト数)

INT maxrmsz; 返答時のメッセージの最
大数

1

cre_por

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CPOR;

cre_por

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CPOR;

パケット
構造変更

－ ランデヴポートの生成(ID自動割り当て)－

該当なし － acre_por ER_ID porid = acre_por( T_CPOR *pk_cpor );

ランデブ用ポートを削除 ランデヴポートの削除2

del_por ER ercd = del_por (ID porid); del_por ER ercd = del_por( ID porid );

新機能

ポートに対するランデブ呼出 ランデヴの呼び出し

ER ercd = cal_por (VP msg, INT *p_rmsgsz, ID
porid, UINT calptn, INT cmsgsz);

ER_UINT rmsgsz = cal_por( ID porid, RDVPTN
calptn, VP msg, UINT cmsgsz );

VP msg; 呼出メッセージを格納し
たアドレス

ID porid; 呼び出し対象のランデヴポー
ト ID番号

INT *p_rmsgsz; 返答メッセージのサイズを
格納する領域のアドレス

RDVPTN calptn; 呼び出し条件ビットパターン

ID porid; ランデブ用ポート ID番号 VP msg; 呼び出しメッセージの先頭ア
ドレス(返答メッセージを格
納する先頭番地)

UINT calptn; 呼出側選択条件を表わす
ビットパターン

引
数

INT cmsgsz; 呼出メッセージのサイズ

引
数

UINT cmsgsz; 呼び出しメッセージのサイズ
(バイト数)

3

cal_por

返
値

ER ecrd; エラーコード

cal_por

返
値

ER_UINT rmsgsz; エラーコード

引数、
返値変更
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MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

ポートに対するランデブ呼出(タイムアウトあり) ランデヴの呼び出し(タイムアウト)

ER ercd = tcal_por (VP msg, INT *p_rmsgsz, ID
porid, UINT calptn, INT cmsgsz, TMO tmout);

ER_UINT rmsgsz = tcal_por( ID porid, RDVPTN
calptn, VP msg, UINT cmsgsz,TMO tmout );

引数、
返値、
タイムア
ウト
仕様変更
3.3.6
参照

VP msg; 呼出メッセージを格納し
たアドレス

ID porid; 呼び出し対象のランデヴポー
ト ID番号

INT *p_rmsgsz; 返答メッセージのサイズを
格納する領域のアドレス

RDVPTN calptn; 呼び出し条件ビットパターン

ID porid; ランデブ用ポート ID番号 VP msg; 呼び出しメッセージの先頭ア
ドレス(返答メッセージを格
納する先頭番地)

UINT calptn; 呼出側選択条件を表わす
ビットパターン

UINT cmsgsz; 呼び出しメッセージのサイズ
(バイト数)

INT cmsgsz; 呼出メッセージのサイズ

引
数

TMO tmout; タイムアウト値

引
数

TMO tmout; タイムアウト値(tcal_porの場合)

4

tcal_por

返
値

ER ecrd; エラーコード

tcal_por

返
値

ER_UINT rmsgsz; エラーコード

ポートに対するランデブ呼出(待ちなし) －5

pcal_por ER ercd = pcal_por (VP msg, INT *p_rmsgsz, ID
porid, UINT calptn, INT cmsgsz);

該当なし －

廃止
3.3.6
参照

ポートに対するランデブ受付 ランデヴの受付

ER ercd = acp_por (RNO *p_rdvno, VP msg, INT
*p_cmsgsz, ID porid, UINT acpptn);

ER_UINT cmsgsz = acp_por( ID porid, RDVPTN
acpptn, RDVNO *p_rdvno, VP msg );

RNO *p_rdvno; ランデブ番号 ID porid; 受付対象のランデヴポート ID
番号

VP msg; 呼出メッセージを格納す
る領域の先頭アドレス

RDVPTN acpptn; 受付条件ビットパターン

INT *p_cmsgsz;呼出メッセージのサイズ VP msg; 呼び出しメッセージを格納す
る先頭アドレス

ID porid; ランデブ用ポート ID番号

引
数

UINT acpptn; 受付側選択条件を表わす
ビットパターン

引
数

RDVNO *p_rdvno;成立したランデヴ番号へのポ
インタ

ER_UINT cmsgsz; エラーコード

6

acp_por

返
値

ER ecrd; エラーコード

acp_por

返
値 RDVNO *p_rdvno;成立したランデヴ番号へのポ

インタ

引数、
返値変更
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MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

ポートに対するランデブ受付(タイムアウトあり) ランデヴの受付(タイムアウト)

ER ercd = tacp_por (RNO *p_rdvno, VP msg, INT
*p_cmsgsz, ID porid, UINT acpptn, TMO tmout);

ER_UINT cmsgsz = tacp_por( ID porid, RDVPTN
acpptn, RDVNO *p_rdvno, VP msg, TMO tmout );

RNO *p_rdvno; ランデブ番号 ID porid; 受付対象のランデヴポート ID
番号

VP msg; 呼出メッセージを格納す
る領域のアドレス

RDVPTN acpptn; 受付条件ビットパターン

INT *p_cmsgsz;呼出メッセージのサイズ VP msg; 呼び出しメッセージを格納す
る先頭アドレス

ID porid; ランデブ用ポート ID番
号

RDVNO *p_rdvno;成立したランデヴ番号へのポ
インタ

UINT acpptn; 受付側選択条件を表わす
ビットパターン

引
数

TMO tmout; タイムアウト値

引
数

TMO tmout; タイムアウト値

ER_UINT cmsgsz; エラーコード

7

tacp_por

返
値

ER ecrd; エラーコード

tacp_por

返
値 RDVNO *p_rdvno;成立したランデヴ番号へのポ

インタ

引数、
返値変更

ポートに対するランデブ受付(待ちなし) ランデヴの受付(ポーリング)

ER ercd = pacp_por (RNO *p_rdvno, VP msg, INT
*p_cmsgsz, ID porid, UINT acpptn);

ER_UINT cmsgsz = pacp_por( ID porid, RDVPTN
acpptn, RDVNO *p_rdvno, VP msg );

RNO *p_rdvno; ランデブ番号 ID porid; 受付対象のランデヴポート ID
番号

VP msg; 呼出メッセージを格納す
る領域の先頭アドレス

RDVPTN acpptn; 受付条件ビットパターン

INT *p_cmsgsz;呼出メッセージのサイズ VP msg; 呼び出しメッセージを格納す
る先頭アドレス

ID porid; ランデブ用ポート ID番号

引
数

UINT acpptn; 受付側選択条件を表わす
ビットパターン

引
数

RDVNO *p_rdvno;成立したランデヴ番号へのポ
インタ

ER_UINT cmsgsz; エラーコード

8

pacp_por

返
値

ER ecrd; エラーコード

pacp_por

返
値 RDVNO *p_rdvno;成立したランデヴ番号へのポ

インタ

引数、
返値変更

ランデブを別のポートに回送 ランデヴの回送

ER ercd = fwd_por (ID porid, UINT calptn, RNO
rdvno, VP msg, INT cmsgsz);

ER ercd = fwd_por( ID porid, RDVPTN calptn,
RDVNO rdvno, VP msg, UINT cmsgsz );

ID porid; 回送先ポートの ID番号 ID porid; 回送先のランデヴポート ID
番号

UINT calptn; 呼出側選択条件を表わす
ビットパターン

RDVPTN calptn; 呼び出し条件ビットパターン

RNO rdvno; ランデブ番号 RDVNO rdvno; 回送するランデヴ番号

VP msg; 呼出メッセージを格納す
るアドレス

VP msg; 呼び出しメッセージの先頭ア
ドレス(返答メッセージを格
納する先頭番地)

9

fwd_por

引
数

INT cmsgsz; 呼出メッセージのサイズ

fwd_por

引
数

UINT cmsgsz; 呼び出しメッセージのサイズ
(バイト数)

引数変更
3.3.6
参照
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MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

ランデブ返答 ランデヴの終了

ER ercd = rpl_rdv (RNO rdvno, VP msg, INT
rmsgsz);

ER ercd = rpl_rdv( RDVNO rdvno, VP msg, UINT
rmsgsz );

RNO rdvno ランデブ番号 RDVNO rdvno; 終了させるランデヴ番号

VP msg 返答メッセージを格納す
るアドレス

VP msg; 返答メッセージの先頭アドレス

10

rpl_rdv

引
数

INT rmsgsz 返答メッセージのサイズ

rpl_rdv

引
数

UINT rmsgsz; 返答メッセージのサイズ(バ
イト数)

引数変更

ランデブ用ポートを参照 ランデヴポートの状態参照

ER ercd = ref_por( ID porid, T_RPOR *pk_rpor );ER ercd = ref_por (T_RPOR *pk_rpor, ID porid);

ER ercd = iref_por( ID porid, T_RPOR *pk_rpor );

T_RPOR *pk_rpor; ポートの状態を返す構造
体の先頭アドレス

ID porid; 対象ランデヴポート ID番号引
数

ID porid; ランデブ用ポート ID番号

引
数

T_RPOR *pk_rpor; ランデヴポート状態を返すパ
ケットへのポインタ

typedef struct t_rpor{ typedef struct t_rpor{

VP exinf; 拡張情報 ID ctskid; 呼び出し待ちタスク ID

BOOL_ID wtsk; 受付待ちタスクの有無 ID atskid; 受付待ちタスク ID

BOOL_ID atsk; 呼出待ちタスクの有無

11

ref_por

パ
ケ
ッ
ト
構
造 } T_RPOR

ref_por

iref_por

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RPOR;

パケット
構造、
引数変更

－ ランデヴの状態参照－

該当なし － ref_rdv ER ercd = ref_rdv( RDVNO rdvno, T_RRDV *pk_rrdv );

新機能

－ ランデヴの状態参照(ハンドラ専用)－

該当なし － iref_rdv ER ercd = iref_rdv( RDVNO rdvno, T_RRDV *pk_rrdv );

新機能
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4.1.10 割り込み管理機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

割り込みハンドラを定義 割り込みハンドラの定義

ER ercd = def_inh( INHNO inhno, T_DINH *pk_dinh );ER ercd = def_int (UINT dintno, T_DINT *pk_dint);

ER ercd = idef_inh( INHNO inhno, T_DINH *pk_dinh );

UINT dintno; 定義する割り込みベクタ番号 INHNO inhno; 定義する割り込ハンドラ番号引
数 T_DINT *pk_dint;割り込み定義情報

引
数 T_DINH *pk_dinh;割り込みハンドラ定義情報を格

納したパケットへのポインタ

typedef struct t_dint { typedef struct t_dinh {

ATR intatr; 割り込みハンドラ属性 ATR inhatr; 割り込みハンドラ属性

FP inthdr; 割り込みハンドラアドレス FP inthdr; 割り込みハンドラエントリア
ドレス

1

def_int

パ
ケ
ッ
ト

} T_DINT;

def_inh

idef_inh

パ
ケ
ッ
ト

} T_DINH;

引数、
パケット
変更

割り込みハンドラから復帰 －2

ret_int void ret_int (); 該当なし －

廃止
（アセンブ
ラで記述の
み ret_int
が必要）

割り込みとディスパッチを禁止 CPUロック状態への移行3

loc_cpu ER ercd = loc_cpu (); loc_cpu

iloc_cpu

ER ercd = loc_cpu();

ER ercd = iloc_cpu();

CPU
ロックの
意味変更
3.3.1参照

割り込みとディスパッチを許可 CPUロック状態の解除4

unl_cpu ER ercd = unl_cpu (); unl_cpu

iunl_cpu

ER ercd = unl_cpu();

ER ercd = iunl_cpu();

CPU
ロックの
意味変更
3.3.1参照
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4.1.11 固定長メモリプール管理機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

固定長メモリプールを生成 固定長メモリプールの生成

ER ercd = cre_mpf (ID mpfid, T_CMPF *pk_cmpf); ER ercd = cre_mpf( ID mpfid, T_CMPF *pk_cmpf );

typedef struct t_cmpf { typedef struct t_cmpf {

VP exinf; 拡張情報 ATR mpfatr; 固定長メモリプール属性

ATR mpfatr;メモリプール属性 UINT blkcnt; 獲得可能なメモリブロック数(個
数)

INT mpfcnt
;

メモリプール全体のブロック
数

UINT blksz; メモリブロックのサイズ(バイト
数)

INT blfsz; 固定長メモリブロックサイズ VP mpf; 固定長メモリプール領域の先頭
アドレス

VP mpf; ユーザーが確保したメモリプ
ール領域の先頭アドレス

1

cre_mpf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMPF;

cre_mpf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMPF;

パケット
構造変更

－ 固定長メモリプールの生成(ID自動割り当て)－

該当
なし

－ acre_mpf ER_ID mpfid = acre_mpf( T_CMPF *pk_cmpf );

新機能

固定長メモリプールを削除 固定長メモリプールの削除2

del_mpf ER ercd = del_mpf (ID mpfid); del_mpf ER ercd = del_mpf( ID mpfid );

メモリブロックを獲得 固定長メモリブロックの獲得

ER ercd = get_blf (VP *p_blf, ID mpfid); ER ercd = get_mpf( ID mpfid, VP *p_blk );

VP *p_blf;獲得したメモリブロックの先
頭アドレスを格納する領域の
アドレス

ID mpfid; 獲得対象の固定長メモリプール
ID番号

3

get_blf

引
数

ID mpfid; メモリプール ID番号

get_mpf

引
数

VP *p_blk; 獲得したメモリブロック先頭ア
ドレスへのポインタ

SVC名、
引数変更

メモリブロックを獲得(タイムアウトあり) 固定長メモリブロックの獲得(タイムアウト)

ER ercd = tget_blf (VP *p_blf, ID mpfid, TMO
tmout);

ER ercd = tget_mpf( ID mpfid, VP *p_blk,TMO
tmout );

VP *p_blf;獲得したメモリブロックの先
頭アドレスを格納する領域の
アドレス

ID mpfid; 獲得対象の固定長メモリプール
ID番号

ID mpfid; メモリプール ID番号 VP *p_blk; 獲得したメモリブロック先頭ア
ドレスへのポインタ

4

tget_blf

引
数

TMO tmout タイムアウト値

tget_mpf

引
数

TMO tmout; タイムアウト値

SVC名、
引数変更

メモリブロックを獲得(待ちなし) 固定長メモリブロックの獲得(ポーリング)

ER ercd = pget_mpf( ID mpfid, VP *p_blk );ER ercd = pget_blf (VP *p_blf, ID mpfid);

ER ercd = ipget_mpf( ID mpfid, VP *p_blk );

ID mpfid; メモリプール ID番号 ID mpfid; 獲得対象の固定長メモリプール
ID番号

5

pget_blf

引
数

VP *p_blf;獲得したメモリブロックの先
頭アドレスを格納する領域の
アドレス

pget_mpf

ipget_mpf

引
数

VP *p_blk; 獲得したメモリブロック先頭ア
ドレスへのポインタ

SVC名、
引数変更
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MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

メモリブロックを解放 固定長メモリブロックの解放

ER ercd = rel_blf (ID mpfid, VP p_blf); ER ercd = rel_mpf( ID mpfid, VP blk );

ID mpfid; メモリプール ID番号 ID mpfid; 解放するメモリブロックの固定
長メモリプール ID番号

6

rel_blf

引
数

VP p_blf; 解放するメモリブロックの先
頭アドレス

rel_mpf

引
数

VP blk; 返却するメモリブロックの先頭
アドレス

SVC名、
引数変更

メモリブロックを解放(ハンドラ専用) 固定長メモリブロックの解放(ハンドラ専用)

ER ercd = irel_blf (ID mpfid, VP p_blf); ER ercd = irel_mpf( ID mpfid, VP blk);

ID mpfid; メモリプール ID番号 ID mpfid; 解放するメモリブロックの固定
長メモリプール ID番号

7

irel_blf

引
数

VP p_blf; 解放するメモリブロックの先
頭アドレス

irel_mpf

引
数

VP blk; 返却するメモリブロックの先頭
アドレス

SVC名、
引数変更

固定長メモリプールの状態を参照 固定長メモリプールの状態参照

ER ercd = ref_mpf( ID mpfid, T_RMPF *pk_rmpf );ER ercd = ref_mpf (T_RMPF *pk_rmpf, ID mpfid);

ER ercd = iref_mpf( ID mpfid, T_RMPF *pk_rmpf );

typedef struct t_rmpf { typedef struct t_rmpf{

VP exinf; 拡張情報 ID wtskid; メモリブロック獲得待ちタスク
ID

BOOL_ID wtsk; 待ちタスクの有無 UINT fblkcnt; 空きメモリブロック数(個数)

INT frbcnt; 空き領域のブロック数

INT blksz; ブロックサイズ

8

ref_mpf

引
数

} T_RMPF;

ref_mpf

iref_mpf

引
数

} T_RMPF;

引数並び、
パケット
構造変更
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4.1.12 可変長メモリプール管理機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

可変長メモリプールを生成 可変長メモリプールの生成

ER ercd = cre_mpl (ID mplid, T_CMPL *pk_cmpl); ER ercd = cre_mpl( ID mplid, T_CMPL *pk_cmpl );

typedef struct t_cmpl { typedef struct t_cmpl {

VP exinf; 拡張情報 ATR mplatr 可変長メモリプール属性

ATR mplatr; メモリプール属性 SIZE mplsz 確保するメモリプールサイズ

INT mplsz; メモリプール全体のサイズ UINT maxblksz獲得するメモリサイズのうち
最大サイズ

INT maxblksz;獲得するメモリブロックの
最大サイズ

VP mpl 可変長メモリプール領域の先
頭アドレス

VP mpf; ユーザーが確保したメモリ
プール領域の先頭アドレス

1

cre_mpl

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMPL;

cre_mpl

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMPL;

パケット
構造変更

－ 可変長メモリプールの生成(ID自動割り当て)－

該当なし － acre_mpl ER_ID mplid = acre_mpl( T_CMPL *pk_cmpl );

新機能

可変長メモリプールを削除 可変長メモリプールの削除2

del_mpl ER ercd = del_mpl (ID mplid); del_mpl ER ercd = del_mpl( ID mplid );

メモリブロックを獲得 可変長メモリブロックの獲得

ER ercd = get_blk (VP *p_blk, ID mplid, INT blksz); ER ercd = get_mpl( ID mplid, UINT blksz, VP
*p_blk );

3

get_blk

引
数

INT blksz; 獲得するメモリのサイズ

get_mpl

引
数

UINT blksz; 獲得するメモリのサイズ(バイ
ト数)

SVC名、
引数並び、
引数型
変更

メモリブロックを獲得(タイムアウトあり) 可変長メモリブロックの獲得(タイムアウト)

ER ercd = tget_blk (VP *p_blk, ID mplid, INT
blksz,TMO tmout);

ER ercd = tget_mpl( ID mplid, UINT blksz, VP
*p_blk,TMO tmout );

4

tget_blk

引
数

INT blksz; 獲得するメモリのサイズ

tget_mpl

引
数

UINT blksz; 獲得するメモリのサイズ(バイ
ト数)

SVC名、
引数並び、
引数型
変更

メモリブロックを獲得(待ちなし) 可変長メモリブロックの獲得(ポーリング)

ER ercd = pget_blk (VP *p_blk, ID mplid, INT blksz); ER ercd = pget_mpl( ID mplid, UINT blksz, VP
*p_blk );

5

pget_blk

引
数

INT blksz; 獲得するメモリのサイズ

pget_mpl

引
数

UINT blksz; 獲得するメモリのサイズ(バイ
ト数)

SVC名、
引数並び、
引数型
変更

メモリブロックを解放 可変長メモリプールブロックの解放6

rel_blk ER ercd = rel_blk (ID mplid, VP blk); rel_mpl ER ercd = rel_mpl( ID mplid, VP blk );

SVC名
変更

可変長メモリプールの状態を参照 可変長メモリプールの状態参照

ER ercd = ref_mpl( ID mplid, T_RMPL *pk_rmpl );ER ercd = ref_mpl (T_RMPL *pk_rmpl, ID mplid);

ER ercd = iref_mpl( ID mplid, T_RMPL *pk_rmpl );

typedef struct t_rmpl { typedef struct t_rmpl{

VP exinf; 拡張情報 ID wtskid メモリ獲得待ちタスク ID

BOOL_ID wtsk; 待ちタスクの有無 SIZE fmplsz 空きメモリサイズ(バイト数)

INT frsz; 空き領域の合計サイズ UINT fblksz すぐに獲得可能なメモリの最
大サイズ(バイト数)

INT maxsz; 空き領域の最大サイズ

7

ref_mpl

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RMPL;

ref_mpl

iref_mpl

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RMPL;

引数並び、
パケット
構造変更
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4.1.13 時間管理機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

システムクロックを設定 システム時刻の設定

ER ercd = set_tim( SYSTIM *p_systim );ER ercd = set_tim (SYSTIME *pk_tim);

ER ercd = iset_tim( SYSTIM *p_systim );

引
数

SYSTIME *pk_tim;設定するシステム時刻デー
タの先頭アドレス

引
数

SYSTIM *p_systim 設定するシステム時刻を示
すパケットへのポインタ

typedef struct t_systime{ typedef struct t_systim {

H utime; 上位 16ビット UH utime 上位 16bit

UW ltime; 下位 32ビット UW ltime 下位 32bit

1

set_tim

パ
ケ
ッ
ト

} SYSTIME;

set_tim

iset_tim

パ
ケ
ッ
ト

} SYSTIM;

引数、

パケット
変更
3.3.7

参照

システムクロックを参照 システム時刻の取得

ER ercd = get_tim (SYSTIME *pk_tim); ER ercd = get_tim( SYSTIM *p_systim );

ER ercd = iget_tim( SYSTIM *p_systim );

引
数

SYSTIME *pk_tim;設定するシステム時刻デー
タの先頭アドレス

引
数

SYSTIM *p_systim 設定するシステム時刻を示
すパケットへのポインタ

typedef struct t_systime{ typedef struct t_systim {

H utime; 上位 16ビット UH utime 上位 16bit

UW ltime; 下位 32ビット UW ltime 下位 32bit

2

get_tim

パ
ケ
ッ
ト

} SYSTIME;

get_tim

iget_tim

パ
ケ
ッ
ト

} SYSTIM;

引数、

パケット
変更
3.3.7

参照

－ タイムティックの供給－

該当なし － isig_tim カーネルに組み込まれている

新機能

タスクの実行を一定時間遅延 タスクの遅延

ER ercd = dly_tsk (DLYTIMe dlytim); ER ercd = dly_tsk( TMO tmout );

3

dly_tsk

引
数

DLYTIME dlytim; 遅延時間

dly_tsk

引
数

TMO tmout 遅延時間

引数変更
3.3.7

参照

周期起動ハンドラを定義 周期ハンドラの生成4

def_cyc ER ercd = def_cyc (HNO cycno, T_DCYC pk_dcyc); cre_cyc ER ercd = cre_cyc( ID cycid, T_CCYC *pk_ccyc );

－ 周期ハンドラの生成(ID自動割り当て)－

該当なし － acre_cyc ER_ID cycid = acre_cyc( T_CCYC *pk_ccyc );

－ 周期ハンドラの削除－

該当なし － del_cyc ER ercd = del_cyc( ID cycid );

周期起動ハンドラの活性制御を行います 周期ハンドラの動作開始

sta_cyc

ista_cyc

ER ercd = sta_cyc( ID cycid );

ER ercd = ista_cyc( ID cycid );

周期ハンドラの動作停止

5

act_cyc ER ercd = act_cyc (HNO cycno, UINT cycact);

stp_cyc

istp_cyc

ER ercd = stp_cyc( ID cycid );

ER ercd = istp_cyc( ID cycid );

周期起動ハンドラの状態を参照 周期ハンドラの状態参照6

ref_cyc ER ercd =  ref_cyc (T_RCYC *pk_rcyc, HNO cycno);ref_cyc

iref_cyc

ER ercd = ref_cyc( ID cycid, T_RCYC *pk_rcyc );

ER ercd = iref_cyc( ID cycid, T_RCYC *pk_rcyc );

全般的に
機能変更
3.3.8

参照
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MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

－ アラームハンドラの生成－

該当なし － cre_alm ER ercd = cre_alm( ID almid, T_CALM *pk_calm );

－ アラームハンドラの生成(ID自動割り当て)－

該当なし － acre_alm ER_ID almid = acre_alm( T_CALM *pk_calm );

－ アラームハンドラの削除－

該当なし － del_alm ER ercd = del_alm( ID almid );

－ アラームハンドラの動作開始－

該当なし － sta_alm

ista_alm

ER ercd = sta_alm( ID almid, RELTIM almtim );

ER ercd = ista_alm( ID almid, RELTIM almtim );

－ アラームハンドラの動作停止－

該当なし － stp_alm

istp_alm

ER ercd = stp_alm( ID almid );

ER ercd = istp_alm( ID almid );

アラームハンドラの状態を参照 アラームハンドラの状態参照7

ref_alm ER ercd = ref_alm (T_RALM *pk_ralm, HNO almno); ref_alm

iref_alm

ER ercd = ref_alm( ID almid, T_RALM *pk_ralm );

ER ercd = iref_alm( ID almid, T_RALM *pk_ralm );

全般的に
機能変更
3.3.9

参照
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4.1.14 システム管理機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

OSのバージョンを参照 バージョン情報の参照

ER ercd = ref_ver( T_RVER *pk_rver );ER ercd = get_ver (T_VER *pk_ver);

ER ercd = iref_ver( T_RVER *pk_rver );

引
数

T_VER *pk_ver;バージョン管理情報を返す構
造体の先頭アドレス

引
数

T_RVER *pk_rverバージョン情報を返すパケットへ
のポインタ

typedef struct t_ver { typedef struct t_rver {

UH maker; メーカー UH maker カーネルのメーカーコード

UH id; 形式番号 UH prid カーネルの識別番号

UH spver; 仕様書バージョン UH spver ITRON仕様のバージョン番号

UH prver; 製品バージョン UH prver カーネルのバージョン番号

UH prno[4]; 製品管理情報 UH prno[4] カーネル製品の管理情報

UH cpu; CPU情報

UH var; バリエーション記述子

1

get_ver

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_VER;

ref_ver

iref_ver

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RVER;

引数、
パケット
変更

システムの状態を参照 －2

ref_sys ER ercd = ref_sys (T_RSYS *pk_rsys); 該当なし －

廃止
3.1.2
参照

例外ハンドラの定義を行います －3

def_exc ER ercd = def_exc (UINT exckind, T_DEXC
*pk_dexc);

該当なし －

廃止
3.1.2
参照

4.1.15 システム状態機能

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

－ コンテキストの参照－

該当なし － sns_ctx ER ercd = sns_ctx();

新機能

－ CPUロック状態の参照－

該当なし － sns_loc ER ercd = sns_loc();

新機能

－ ディスパッチ禁止状態の参照－

該当なし － sns_dsp ER ercd = sns_dsp();

新機能

－ ディスパッチ保留状態の参照－

該当なし － sns_dpn ER ercd = sns_dpn();

新機能
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4.1.16 拡張機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

例外マスクをクリア －1

vclr_ems ER ercd = vclr_ems (ID tskid); 該当なし －

廃止
3.1.2参照

例外マスクをセット －2

vset_ems ER ercd = vset_ems (ID tskid); 該当なし －

廃止
3.1.2参照

強制例外ハンドラを起動 －3

vras_fex ER ercd = vras_fex (ID tskid, UW exccd); 該当なし －

廃止
3.1.2参照

－ データキュー領域の初期化－

該当なし － vrst_dtq ER ercd = vrst_dtq( ID dtqid );

新機能

メールボックスをクリア メールボックス領域の初期化4

vrst_msg ER ercd = vrst_msg (ID mbxid); vrst_mbx ER ercd = vrst_mbx( ID mbxid );

SVC名変更

メッセージバッファをクリア メッセージバッファ領域の初期化5

vrst_mbf ER ercd = vrst_mbf (ID mbfid); vrst_mbf ER ercd = vrst_mbf( ID mbfid );

固定長メモリプールを解放 固定長メモリプール領域の初期化6

vrst_blf ER ercd = vrst_blf (ID blfid); vrst_mpf ER ercd = vrst_mpf( ID mpfid );

SVC名変更

可変長メモリプールを解放 可変長メモリプール領域の初期化7

vrst_blk ER ercd = vrst_blk (ID blkid); vrst_mpl ER ercd = vrst_mpl( ID mplid );

SVC名変更



４.　コンフィギュレーション方法の相違

Rev.1.00 2005.06.07   4-25
RJJ05B0776-0100

4.1.17 拡張機能(優先度付きメールボックス機能)
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  変更内容には APIレベルでの変更を記述しています。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

MR32Rシリーズ（μITRON3.0仕様準拠） MR32R/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

優先度付きメールボックスを生成 －1

vcre_mbx ER ercd = vcre_mbx (ID vmbxid, T_CVMBX *pk_rmbf); 該当なし －

優先度付きメールボックスを削除 －2

vdel_mbx ER ercd = vdel_mbx (ID vmbxid); 該当なし －

優先度付きメッセージを送信 －3

vsnd_mbx ER ercd = vsnd_mbx (ID vmbxid, T_MSG pk_msg); 該当なし －

優先度付きメッセージを送信(ハンドラ専用) －4

visnd_mbx ER ercd = visnd_mbx (ID vmbxid, T_MSG pk_msg); 該当なし －

優先度付きメッセージを受信(タイムアウトなし) －5

vrcv_mbx ER ercd = vrcv_mbx (T_MSG *ppk_msg, ID vmbxid); 該当なし －

優先度付きメッセージを受信(タイムアウトあり) －6

vtrcv_mbx ER ercd = vtrcv_mbx (T_MSG *ppk_msg, ID vmbxid, TMO tmout);該当なし －

優先度付きメッセージを受信(まちなし) －7

vprcv_mbx ER ercd = vprcv_mbx (T_MSG *ppk_msg, ID vmbxid); 該当なし －

優先度付きメールボックスをクリア －8

vrst_mbx ER ercd = vref_mbx (T_RVMBF *pk_rvmbf,ID vmbxid); 該当なし －

優先度付きメールボックスの状態を参照 －9

vref_mbx ER ercd = vrst_mbx (ID vmbxid); 該当なし －

廃止メール
ボックス機
能で代用可
3.1.1参照
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4.2 エラーコード相違点
MR32RとMR32R/4のシステムコール（サービスコール）エラーコードの一覧比較表を以下に示します。

表 4-1　エラーコード一覧比較表
MR32R MR32R/4番号

エラーコード
(ニーモニック)

エラーコード値 エラーコード
(ニーモニック)

エラーコード値

エラー内容

1 E_OK 00000000H E_OK 00000000H 正常終了

2 E_OBJ 0FFFFFFC1H E_OBJ 0FFFFFFD7H オブジェクトの状態が不正

3 E_QOVR 0FFFFFFB7H E_QOVR 0FFFFFFD5H キューイングまたはネストのオーバーフロー

4 E_TMOUT 0FFFFFFABH E_TMOUT 0FFFFFFCEH ポーリング失敗またはタイムアウト

5 E_RLWAI 0FFFFFFAAH E_RLWAI 0FFFFFFCFH 待ち状態強制解除

6 E_NOEXS 0FFFFFFCCH E_NOEXS 0FFFFFFD6H オブジェクトが存在していない

7 E_DLT 0FFFFFFAFH E_DLT 0FFFFFFCDH 待ちオブジェクトが削除された

8 E_NOMEM 0FFFFFFF6H E_NOMEM 0FFFFFFDFH メモリ不足

9 EV_RST 0FFFFFF02H EV_RST 0FFFFFF81H リセットのため待ちが解除された

10 － － E_ILUSE 0FFFFFFE4H サービスコール不正使用

11 － － E_NOID 0FFFFFFDEH 割り当て可能な ID番号がない

エラーコードが、新設、廃止もしくは別のエラーになったサービスコールを以下に示します。

表 4-2　新設、廃止のエラーコード
番号 サービスコール MR32Rでのエラー

コード
MR32R/4でのエラー

コード
意味

1 ter_tsk － E_ILUSE 対象タスクが、自タスク IDまたは、TSK_SELF

2 wai_flg － E_ILUSE サービスコール不正使用

(TA_WSGL属性のイベントフラグに待ちタスクが存在)

3 twai_flg － E_ILUSE サービスコール不正使用

(TA_WSGL属性のイベントフラグに待ちタスクが存在)

4 pol_flg － E_ILUSE サービスコール不正使用

(TA_WSGL属性のイベントフラグに待ちタスクが存在)

5 cre_mbx E_NOMEM － メモリ不足

6 snd_msg E_QOVR － キューイングまたはネストのオーバーフロー

7 isnd_msg E_QOVR － キューイングまたはネストのオーバーフロー



Rev.1.00 2005.06.07   5-1
RJJ05B0776-0100

5. コンフィギュレーション方法の相違

MR32Rでは、テキストエディタなどでコンフィギュレーションファイルを作成する必要がありました。MR32R/4では
容易にコンフィギュレーションファイルを作成できるようにコンフィギュレーションファイルを作成するための GUIツ
ールを用意しました。

詳細はMR32R/4の GUI コンフィギュレータヘルプファイルをご覧ください。

図 5-1　MR32R/4のコンフィギュレータ概観
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